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��できる�� R5363

R5363は、 の�です。アドバンテスト�

スタートすると、ファンクション･ゲート

"#･サンプルレイト)を+,-.し

た1、2.され"##8で、2.さ

れたサンプル9のデータを;<みま

す。?@ならCD"EもDGすること

もがきます。

W32-R5363 アドバンテスト
�� GP-IBボード �� ����

70,000�
Windows 7/8.1/10
(32 or 64bits)
Excel2010/2013/2016
(32bits Only)
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スポット��モードの����

J.Kからデータの;<をMNします。

J. を-.します。ファンクション

・PQ9 ・STQPQ9A B

B B・UVQPQ9 ・PW

B(100ns) B(100ps)・"##8 ・"##8

データを;<むY9を2.します。Zし、「STOP」ボタ

ンでいつでもdeできます。また、fもghされていな

いときは、200,000Yとmnされます。ghできるop

Y9は、200,000Yです。

データを;<む"##8をghします。ここで ghの

qrやゼロがghされたqrは、がvwの そのJ.y

zでのo{でデータを;り<みます。

ghできるop"#は、3600}です。

J.dは「~�」、ポーズdは「��」、
��dは「��」となります。

Excelシート�のカーソルを��/ に�,します。��

「START」ボタンをクリックすると、��のカーソル��

からデータのghをMNします。

データの;<を�"d�します。もう�� すると、クリック

;<を�Mします。

データの;<を��します。

「PAUSE」d、 ¡となり、 する¢にデータを;りクリック

<みます。「スポットJ.モード」でも��します。

ゲート"# ¤9"# ¥¦ を-.します。( / )

サンプリングレイトを-.します。

「 」を¨©すると、J."##8¢HOLD

にパソコンがトリガを®します。

「 」のオートノイズサプレッサーINPUT A

を にします。ON

「 」のレンジを-.します。INPUT A

「 」のローパスフィルタを にINPUT B ON

します。

「 」のアッテネータを にします。INPUT B ON

「 」のカップリングを-.します。INPUT B

「 」のエッジのµ¶を-.します。INPUT B

J.Kの アドレスにrわせます。GP-IB

ExcelへghするときのJ.ºの»�を

-.します。

¼プログラムはExcel�のアドインとして,¿します。

Excel�から¼アドインをÀ,すると、Excelシート�

に、このウインドウが�われます。

ファンクション、"##8、;<Y9)を-.し「ST

ART」ボタンをクリックするとデータの;り<みをMN

します。

Excelシートに;<んだデータは、キーボードからghしたデータとÅじように、

Excelの�ÈをÉ�して、¿Ê・ËÌ・¤Í)を+ÎにÏうことができます。

また、ÐÑにデータが;<まれるÒÓをExcelのグラフウィザードで-.しておけ

ば、データ;<とグラフØがリアルタイムにÏえます。
※¼アドインに+,グラフ¿Ê�Èはありませんので、Excelのグラフウィザードを

��して¿Êしてください。

「PAUSE」ボタンを%にクリックして、その:「START」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 � �FのJ�がMわれた:、「SPOT」ボタン

のクリックYちとなります。 「 SPOT」ボタンをクリックする[にデータがExcelシートに]^まれます。 こ の`「SPOT」ボタンをクリックするaわりに「スペース」

キーをhしてもkmのquとなります。 こ の「スポット��モード」では、「{|`}」の~には1,2,3...と「����」が��されます。

�えば、����を]り�えながら、�々の����の��をMう��に��です。 「スポット��モード」を��するためには、「STOP」ボタンをクリック

します。

ExcelのシートをÝÞえます。

トリガレベルを-.します。

「 」はゼロボルトà.です。0V

「-.」は、「 」から「 」ボルトの#で-.が-1.2 +1.2

áÈになります。 � âのテキストボックスにトリガ

レベルをghしてください。

パソコン

GP-IB

R5363

��データをリアルタイムにExcelシート�に]^めます。 ファンクション

 ��¡¢のJ�はパソコンからMいます。 Excelシートに]り^んだ

データはExcelのª«で�¬・®¯ °±に²³できます。

また、����データをExcelシートに]り^むこともできます。

¶し、·¯®¸の��はできません。



���� マルチメータ� の����( )

åæJ.KとはGP-IBでパソコンとëìされている?@があります。(�Ê)

åæJ.Kからられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、ð9のデータのqr(Max10ô)、データ#はコンマでõÝられている?@が

あります。

ö)÷てのJ.Kとのø®をùúするものではありません。

もし、åæJ.Kからデータをûけ;る"、クエリーコマンドをÐÑに®する?@がある"、ここに®する
クエリコマンドをghします。ほとんどのqr、vwでOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド��のものでしたら、�âのコマンドのどれかが��されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

åæJ.Kのデータû®"にトリガが?@な"、チェックをつけます。

åæJ.KのGP-IBアドレスを-.します。

�り<んだデータに、�â�ÍをÏった1、Excelへghします。

Excelへのghº = ( J.Kデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへghするÐ	をここにghします。

vwのqr、「åæJ.K」がghされます。

J.MNÑに、J.Kに®するコマンドがあるqrは、ここにghします。 ファンクションやレンジÝÞえのコマンド

をghします。 ø はvwです。

J.Kのデリミタを-.します。ø は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「��コマンド」からトリガの�を¨©します。

ø は、「GET」の¨©をします。

「��コマンド」を¨©したqrは、トリガコマンドをテキストボックスにghします。

åæJ.Kのデータに�Í��をÏうときにチェックします。 ð9のデータがû®されたqrは、その÷ての

データに、�âにghした�ÍがÏわれます。

データにCD"EをDGします。

o�のデータ;<"、J.	��)のヘッダをDGします。

データのghと�にシートをスクロールします。

J.MNからの��"#をDGします。

バーストQのJ.をÏうqrにチェックをDけます。

J.KにD�する;����のバーストQの	を��し、�!に�mした�で��してください。

�Ê��( )

J.K#æメモリの$ìJ.データを シートに;り<むqr、このチェックをDけた1、「Excel STAR

T」をクリックします。 ; り<みが%&するとÅ"に+,'に¿ÊをÏいます。 J .Kが$ìJ.モ

ードでない()では��しないで�さい。 $ìJ.%&,1、$ìJ.モードになっている()で

このチェックをDけ、「 」ボタンをクリックしてください。 $ìJ.のJ.-.-.と、J.%&START

までの/¿は÷て0,でÏってください。

また、J.データの;<を%&すると、+,'にチェックがåれますから、��;り<むqrは、チェ

ックをDけ,す?@があります。

ghした-.を÷てディスクにù1します。

J.-.をディスクから2み<みます。

åæに でëìしたJ.KのデータをÅ"に;り<みます。 �Ê��GP-IB ( )

パソコン GP-IB

åæJ.K
R5363

バースト��� の!"

º このJ�»¼でサポートされていない��)

¡¢は、¾¿にÀ�でJ�しておいてください。

パルス3 ゲート3 のà./á4の¨©をÏいます。( )

パルス3 ゲート3 のストップºをghします。( )

パルス3 ゲート3 のスタートºをghします。( )


